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1 令和３年２月２日
BOP閉止装置を閉止する判断基準が設置許可基準規則第59条

に適合することを，事象を踏まえて説明すること。

ヒアリング

（令和3年2月9日）

にて説明

BOP閉止装置の判断基準が設置許可基準規則第59条に適合する

ことを整理した内容を追記。

（EP-060(補)改72P59-14-13）

2 令和３年２月９日

「原子炉冷却材圧力バウンダリが破損した場合においては，漏えい

箇所の隔離又は原子炉圧力容器の減圧が完了している場合」の設

定の考え方を拡充して説明すること。

第948回審査会合

（令和3年2月18日）

にて説明

規則第59 条に直接的な要求はないが，二次格納施設バウンダリを

形成することに伴い，原子炉圧力容器内で保有する冷却材のエネル

ギーがオペフロＢＯＰ閉止装置等の設備へ悪影響を及ぼさないように

する必要があることから，条件として設定している。

（資料1-3-3P59-14-13）
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